
シスコシステムズの小規模事業所

向けIPテレフォニーの新製品「Cisco

Unified Communications 500」

（UC500）の発売が間近に迫った。自

動応答や無線LANなどの豊富な機

能を持ちながら、設定・導入の容易

性を兼ね備えた扱いやすさが特徴

で、通信系ディーラーの注目を集めて

いる。

シスコと強力なタッグを組み、こ

のUC500の国内展開を推し進める

のが、ダイワボウ情報システム（DIS）

だ。DISは2006年10月、シスコと認

定ディストリビューター契約を締結。

さらに、UC500の国内販売スタート

を前に両社は、単なる物流に留まら

ない販売店支援体制の構築を共同

で開始した。

UC500は、シスコが中小市場攻略

という難題を攻略するために投入す

る“目玉商品”。製品そのものはディ

ーラーからの評価を得るに足る特

性を有しているが、鍵は拡販に向け

た販売店支援にある。十分な質と量

を有し、かつ全国で安心して販売で

きる“広さ”が備わってこそ、販売店

の信頼は勝ち取れるのだ。

その条件を満たすためにシスコが

選択したのが、DISとのパートナーシ

ップだ。全国をくまなくカバーする

DISの広範な販売・サポート網が、シ

スコのチャネルプログラムと販売店を

結ぶ、いわばインターフェースの役割

を果たす。

だが、もちろんDISも網を貸すだ

けではない。UC500は同社にとって

も、単なる一商材以上の意味を持つ

のだ。IPテレフォニーをベースとし

たビジネスに注力することで、DIS

も新たなチャレンジへ取り組もうと

している。

「箱売り」からの脱皮

ダイワボウ情報システムの主な取

扱商材はPC等のOA機器。いわゆる

IT関連製品・ソフトウェアをメインに

取り扱うディストリビューターだ。100

万アイテムを超えるという商材とベン

ダーの豊富さ、全国87箇所の販売拠

点と14箇所の物流センターを抱える

地域カバレッジが、同社の実力を示

している。

DISが現在重点を置いているの

が、いわゆる「箱売り」からの脱皮。

技術教育や商材のプレコンフィグレ

ーション（事前設定）等の充実により、

モノだけでなく高い利便性をも提供

できる体制を構築しようとしている。
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ダイワボウ情報システムが全国で販売店支援

シスコシステムズとダイワボウ情報システムが、新製品「UC500」の販

売・サポート体制を構築。教育を核とした支援プログラムを全国くまなく行

き渡らせ、通信系ディーラーの信頼を勝ち取る。

シスコUC500拡販へ準備万端

文◎坪田弘樹（本誌）

販売店向け説明会では、UC500による音声・データ統合ソリューションを実演
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売上高推移（連結） 

3800億円 3700億6000万円 （億円） 

●設立：1982年4月 
●本社所在地：大阪市中央区本町3-2-5 
●事業内容：PCを中心としたOA機器の販売、情報処理システム・通信システム
の開発と販売 
●事業所数：国内87事業所 
●売上高（07年3月期） 〔連結〕3700億600万円　〔単独〕3622億4000万円 
●社員数（07年3月末現在）〔連結〕1603名　〔単独〕1222名 
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図表1 ダイワボウ情報システムの会社概要


